
「管理標準」の事例 病院         [ 1/32 ] 

  

 
 
 
 
 
 
 

築地中央総合病院 
エネルギー管理規定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

制定  平成 13 年７月 ３日 

改訂  平成 22 年１月３０日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療法人 ECCJ 
 

 
 
 
 



「管理標準」の事例 病院         [ 2/32 ] 

 
築地中央総合病院 エネルギー管理規定 

 
目   次 

 
 

■ エネルギー管理基本規定 
 
１．築地中央総合病院の施設の概要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ 

 
２．適用範囲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ 

 
３．エネルギー管理方針‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３ 

 
４．エネルギー管理体制‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４ 

 
５．省エネルギー推進委員会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５ 

 
６．従業員の教育、訓練‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６ 

 
７．エネルギー管理標準の運用規定‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６ 

 
 
■ 個別管理標準 
 
１．原単位管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７ 

 
２．受配電設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８ 

 
３．ボイラー設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９ 

 
４．給湯設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０ 

 
５．空調設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １１ 

 
６．熱搬送設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２ 

 
７．冷凍機、吸収冷温水機管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １３ 

 
８．冷却塔設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １４ 

 
９．自動制御装置管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １５ 

 
１０．コージェネレーション設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １６ 

 
１１．照明設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １７ 

 
１２．昇降設備管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １８ 

 
１３．事務用機器管理標準‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １９ 

 

設
備
ご
と
の
管
理
標
準 

基
本
的
な
事
項 

右上の頁番号 



「管理標準」の事例 病院         [ 3/32 ] 

■ エネルギー管理基本規定 
 
１．築地総合病院の施設の概要 
 
1‐1 施設の特徴 

        建物用途      総合病院 
        利用者数      平日：  300  人        休日：  500  人 
        規模          地下  1 階            地上    12 階 
        建物構造      SRC 
 
        敷地面積          8,000  m2        建築面積    4,000  m2   
        延床面積         24,000  m2   
        空調面積         17,000  m2   
 
        用途および用途別面積 

              事務室          200  m2          0.8  ％  
              共用部        5,000  m2         20.0  ％ 
              入院病棟     17,800  m2         71.2  ％  ５５０床 
              機械室        2,000  m2          8.0  ％ 

        各階面積 
                      B 1F          2,000  m2          8.0  ％ 
                      1F            3,500  m2         14.0  ％ 
                      2F            1,770  m2          7.1  ％ 
                      3F            1,770  m2          7.1  ％ 
                                           
        竣工年月     昭和 63 年 10 月 
 
1‐2 設備概要 

        電気設備 
受電設備仕様（6.6kV 受電、契約電力 800 kW、3 相変圧器 1,500 kVA、単

相変圧器 500 kVA、進相コンデンサ 500 kVA 等） 
        ボイラー設備 

 
熱源設備 

主要機器仕様（ターボ冷凍機     100 RT×1 台、 
       ガス吸収冷温水機 250 RT×2 台、冷却塔等） 

        空調・衛生設備 
主要機器仕様（冷温水ポンプ、送風機、AHU、パッケージエアコン等） 

        昇降機設備 
主要機器仕様（エレベータ 4 基等） 

        その他設備 
主要機器仕様 

         
参考資料 

受配電単線結線図 
電気設備    システム図  衛生設備    システム図 
空調設備    システム図  昇降機設備  システム図 
その他設備  システム図 

１ 

省略 

立地条件、主用途、運営形態など 
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２．適用範囲 
 
２-１ 管理標準制定の目的 

本管理標準は築地中央総合病院の省エネルギー活動を効果的に推進することを目

的として、「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（以下｢省エネ法｣という）に適

合したエネルギー管理標準を文書化したものである。 
 
２-２．適用範囲 

築地中央総合病院において、消費される電力、化石燃料、ガス燃料、給水(上水、

中水)および地域熱源等すべてのエネルギーに関して、および、築地中央総合病院内の

施設運営業務、オフィス業務に適用する。 
 

当ビル施設の管理組織図は下記の通り。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２‐３．運用方法 

 
本管理標準の制定・改定および周知については、以下の通りとする。 

(1) 当ビルのエネルギー管理責任者が（以下「エネルギー管理員」という）が立

案し、省エネルギー推進委員会の審議を経たのち、施設長の承認を受けて発

効する。 
(2) 従業員は本管理標準について改定の必要があるときは、エネルギー管理員に

改定の要求を行うことができる。 
(3) 制定および改定された事項は記録に残す。 
(4) 改定の内容は従業員全員に周知する。 

 
 

 

２ 

 

上水、中水を対象としている
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３．エネルギー管理方針 
 
３-１ エネルギー管理方針 

当ビルの施設長は全社のエネルギー管理方針を受け、当ビル内の業務ならびに下

記事項を考慮してエネルギー管理方針を定め、これを文書化する。 
・業務の性質および規模に対して適切であること。 
・継続的改善および職場環境の維持改善に関する配慮がなされていること。 
・関連する法規制および会社の方針に則していること。 

エネルギー管理方針の当ビル内への周知は施設部長の指示により行う。 
当ビルのエネルギー管理方針を以下に示す。（省略） 
 

３-２ 省エネルギー目標の設定 

(１) 中期目標 

3 か年計画の中期目標を設定する。目標設定に当たっては、日常管理による省エ

ネルギー活動ならびに投資を伴う省エネルギー計画の予想効果を織り込むものとす

る。投資計画の採算性については、社内基準に従うものとする。 
(２） 年度目標 

中期目標を年度目標に区分し、これを部門別およびエネルギーの用途別にブレー

クダウンする。目標は電力、燃料、水道について設定する。 
 
３-３ 実施および運用 

（１） 体制および責任 

・省エネルギー活動を効果的に実施するために、責任および権限を定め周知する。 
・施設部長はエネルギー管理員を指名する。エネルギー管理員は以下の項目について

責任および権限を有する。 
        ⅰ．省エネ法に従って、 
            燃料および電気の使用の合理化に関する設備の維持 
            燃料および電気の使用量および使用状況の記録 
            燃料および電気を消費する設備に関する記録 
            燃料および電気の使用の合理化に関する設備の設置および改廃状況の記録 

ⅱ．エネルギーの使用の合理化に関する方策の策定ならびに施設部長への意見具申

        ⅲ．エネルギー管理標準の制定・改廃に関する立案 
（２） 総務部の役割 

省エネルギー目標の策定 
エネルギー使用実績と目標の対比に関する資料作成 
省エネルギーに関する設備の改廃計画ならびに予算案の作成 
エネルギーに関する費用ならびに予算の管理 
省エネルギー推進委員会の事務局業務 
省エネルギーに関する啓蒙活動 

（３）各部エネルギー管理責任者 

担当部のエネルギー消費実績の把握と目標との対比 
部内の省エネルギー活動の推進 
省エネルギー推進委員会への参画 

 
 
 
 
 

３ 
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４．エネルギー管理体制 
４-１ 目的 

この管理標準は、築地総合病院のエネルギー管理を適切に実行して省エネルギー

を実現するために、管理体制を整備することを目的とする。 
 

４-２ 適用範囲 

築地総合病院全般に関するエネルギーの受入、輸送、消費に係わる管理ならびに

エネルギー関連機器の保守・点検、更新などエネルギー管理全般に適用する。 
 

４-３ エネルギー管理組織の整備 

（１） 省エネルギー推進組織のリーダー及びメンバー 

①リーダーは○○常務とする。 
②メンバーはエネルギー管理員ならびに各職場の責任者で構成する。 
・リーダーにはビル管理の最高責任者が就任する。 

（２） 省エネルギー推進組織の作業内容と役割分担 

①事務局は総務部とする。 
②データの収集と整理、問題点の抽出と対策などはメンバーが役割を分担して行う。

③部門別に省エネルギー責任者を明確にする。 
・空調機の管理、空調温度の設定などについても責任者を決めておくこと。 

（３） 省エネルギー推進委員会 

①毎月 1 回開催する。 
②議長は○○常務とし、メンバーは事務局およびエネルギー管理員と各職場の責任

者とする。 
③議題は省エネルギー目標と実績の対比、問題点の抽出と対策その他省エネ推進に

関する事項とする。 
（４） 社内啓蒙と従業員教育 

①パンフレットの配布をはじめ、掲示やミーティングの場で理解と協力を求める。

②省エネルギーをテーマとした改善提案制度を利用する。 
③省エネルギー活動の成果について、従業員への報告を行い達成感の共有を図る。 

 
４-４ 省エネルギー目標の設定 

（１） 中期目標と年度目標 

①3 か年計画による省エネルギー中期目標を設定し、更に、これを年度毎の目標に

区分する。 
②中期目標は省エネルギー10％とし、初年度目標は 4％とする。 
③具体的な省エネルギー計画を策定して目標達成のための裏付けとする。 
・中期目標はローリングプランとし、達成状況を見て要すれば修正する。 

（２） 部門別、用途別およびエネルギーの種類別の目標設定 

①築地総合病院の全体目標を部門別ならびに照明、空調などの用途別に振り分ける。

②目標は電力、燃料、水道などの種類別にも設定する。 
 

４-５ 計測器の整備と系統図、設備台帳の整備 

（１） 部門別、用途別エネルギー消費量の把握と環境管理データの把握 

①積算電力計、燃料計量器、量水器などの計量器を主要な用途毎に設置する。 
②環境管理のために室内の適当な場所に温度計を設置する。 
・適宜、室内の湿度、CO2 濃度を計測する。 

（２） 系統図および設備管理台帳の整備 

①受配電単線結線図、空調系統図、用水・蒸気・冷温水・燃料などの系統図を整備

４ 
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して、エネルギーの流れを把握する。 
②設備管理台帳を整備して、主要な機器の仕様、効率、取得年月、修理・改造内容

と費用などの履歴を記録する。 
 

４-６ エネルギー使用状況の把握とデータの整理 

（１） 部門別および主要な用途別エネルギー使用量の把握 

①部門別の他、空調・照明・ボイラなどの主要な用途別のエネルギー使用量を把握

する。 
②データはグラフ化して、問題点をわかりやすくし、かつ、経年的な推移を見る。

（２） 関係部門へのデータ提供と、データに基づくエネルギー管理 

①部門別の責任を明確にし、問題点の抽出と改善対策実施のためにデータを正確に

把握する。 
②データは速やかに関係部門に提供する。 

 
 

４-７ 設備の新設・更新時の配慮 

（１） 高効率機器の採用 

①設備の新設・更新時には変圧器、電動機、照明器具、ボイラ、空調機などについ

て高効率機器を採用する。 
（２） 高効率運転方式の採用 

①ポンプ、ファンの駆動について、流量制御する場合は回転数制御を採用する。 
②建屋断熱強化、日射遮蔽、廃熱回収、蓄熱装置の採用など省エネルギー対策を検

討する。 
 

 
 
５．省エネルギー推進委員会 
 

当ビルの省エネルギー推進のために、省エネルギー推進委員会を設ける。 
 

委員長は施設長とする。 
委員はエネルギー管理員および各部エネルギー管理責任者とする。 
事務局は総務部とする。 
委員会は 1 回/月開催とする。 
 
委員会の役割 
・月別のエネルギー使用実績と目標の対比ならびに問題点の抽出と対策の検討 
・時系列的なエネルギー使用状況の把握と改善策の検討 
・省エネルギーに関する設備の改廃の検討 
・省エネルギーに関する啓蒙活動の検討 
・その他省エネルギーに関する事項 

「判断基準」Ⅰ、Ⅱ

の全体に共通した考

え方

５ 
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６．従業員の教育、訓練 
 
６-１．教育、訓練計画の策定 

 
  （１）エネルギー管理に関する従業員の教育、訓練計画は総務部長が策定する。 
  （２）教育、訓練計画の内容は下記の通り。 

・省エネ法の概要ならびに同法に定められたビルのエネルギー管理に関する事項 
・当ビルのエネルギー管理標準の内容と運用に関する事項 
・当ビル全体ならびに部門別のエネルギー使用状況に関する事項 
・日常業務において、省エネルギーを図るために留意し、実行すべき事項 
・省エネルギーに関する改善提案に関する事項 
・その他省エネルギーに関する事項 

 
６－２．教育、訓練の実施方法 

 
（１）集合教育 

      教育、訓練計画に基づき、集合教育を行う。 
（２）朝礼などミーティングの場の利用 

省エネルギーに関する情報交換、省エネルギー活動の実績報告などによって、省エネ

ルギー意識を高め、達成感の共有を図る。 
  （３）掲示、社内報等の文書の利用 

省エネルギー目標と実績の対比、部門別の省エネルギー活動状況、省エネルギー推進

委員会の審議状況などを文書によって周知する。 
 

7．エネルギー管理標準の運用規定 
 
（１）本管理標準が、実情に則して適切、かつ妥当であるように毎年年度末に見直しを行

って、必要であれば改定し、継続的に維持改善を図る。 
  （２）改定の手順は、前出の２-３ 項「運用方法」に定める通りとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                      以上 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
    
    

改

訂

履

歴     

承

認 

 
 照

査 
 
 

作

成

 
 

実施年月日 制定年月日 
 

６ 
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■ 個別管理標準 
整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １．原単位管理標準

 

改訂：〇版 頁：1/1 
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院のエネルギー管理を適切に実行して省エネルギ

ーを実現するために、原単位管理標準を設定することを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院全般に関するエネルギーの原単位管理に適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．エネルギー原単位の管理 
  ① 省エネルギー目標 
    省エネルギー目標の基本は原単位によるものと 

し、エネルギー使用の絶対量の管理は原単位管 
理を補完するものとする。 

  ② 床面積当たり原単位 
    ・ビルの床面積当たり電力原単位 
    ・フロア別床面積当たり電力原単位 
    ・ビルの床面積当たり燃料原単位 
    ・エネルギー消費原単位 
      電力量：9,830 kJ/kWh 
      都市ガス 13A：46,046 kJ/ m3 

      として合計する。 
  ③ 作業高当たり原単位 
    ・従業員の延作業時間を人役換算した原単位 

 
 
 
 
〇〇〇 
ｋWh/m2・年

都市ガス 
〇〇〇 
m3/ m2・年 
〇〇〇 
MJ/ m2・年 
〇〇〇 
ｋWh/人 
〇〇〇 
MJ/ 人 

エネルギーの管理基

準 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．エネルギー使用の絶対量の管理 
  エネルギーの種類別、用途別に絶対量を管理する。 
  ① 電力量 
    月間電力総使用量 
    フロア別使用量 
    照明用電力量 
    空調用電力量 
    コンセント用電力量 
  ② 燃料 
    都市ガス 13A の月間使用量 
  ③ 水道 
    上水、中水、下水の月間使用量 

 
 
 
〇〇kWh/月 
 
 
 
都市ガス 
〇〇m3/月 
上水、中水、

下水毎に 
〇〇m3/月 

季節別エネルギーの

管理 
１．季節別管理目標の設定 
  ①夏季  ： 3/26-6/4   
 冬季  ：10/26-3/25 

    中間期：上記以外 

年間平均値 
に対して 
夏季  ：1.2倍 
中間期：0.8倍 
冬季  ：1.0倍 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

７ 

各建物で設定する。 

原単位の分母,分子の考

え方は毎年変えること

なく、継続して使わない

と、省エネ効果を把握す

るための年度間の比較

や、複数年の経年変化

が、判らなくなってしま

う。 



「管理標準」の事例 病院         [ 10/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ２．受配電設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/3 
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院の受電設備ならびに配電設備の管理を適切に実

行して省エネルギーを実現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、

エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院の受電設備、変圧器、力率改善用進相コンデンサ等の機器および

配電設備について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．受電点の管理 
  ① 電圧、電流、力率、電力の管理 
    それぞれについて標準値を設定し管理する。 
 
  ② 最大電力の管理 

デマンドコントローラの警報発生時に予め

決められた遮断順序にしたがって負荷を遮断

する。なるべく自動遮断することが望ましい。

警報解除後は直ちに再起動する。（解説 1：ｻﾌﾞ

ﾃｷｽﾄ p97） 
 
 
  ③ 力率の管理（解説 2：サブテキスト p97） 
    力率を 100%に近付ける。 
 
  ④ 負荷率の改善と最大電力の抑制 

負荷の平準化によって最大電力を抑制し負

荷率を改善する。このことによって、契約電力

の低減も可能となる。 

電圧：受電 
電圧〇〇kV 

配電電圧 
    〇〇V 

電圧変動率は

  ±3％以内 
 
電力： 
  〇〇kW 
（契約電力を

超過しないこ

と） 
力率： 
  98％以上 
（100％を目

標とする。） 

２．計測・記録 
  ① 受電データの記録 

ビル体の電気使用量、受電電圧、電流、電力、

力率を毎日、定刻に測定し、日常点検表に記録

する。 
 

測定結果を標

準値と比較し

て、差異が大

きければ原因

を追求して対

策を講じる。

受電設備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
① 年１回の定期停電日を設け、保守・点検を実

施する。 
② 保守・点検の基準は、電気保安規定による。 

 
 
 
電気保安規定

変圧器 

 
 
 
 
 
 
 
 

１．管理 
① 変圧器の適正負荷の維持（解説 3：ｻﾌﾞﾃｷｽﾄ

p97） 
② 変電室内の温度と換気 

室内温度が低い時は換気ファンまたは冷房

機を停止し、30℃以上になれば運転する。 

 
変圧器の負荷

率：50～70%
 
変圧器の周囲

温 度 上 限 ：

40℃ 

８ 



「管理標準」の事例 病院         [ 11/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ２．受配電設備管理標準 改訂：〇版 頁：2/3
項  目 内    容 管理基準 

２．計測・記録 
① 1 次電圧、2 次電圧、電流を毎日、定刻に測定

し、日常点検表に記録する。負荷率を計算する。 

 
 
 
 

 
 
 
 

３．保守・点検 
① 年１回の定期停電日を設け、保守・点検を実

施する。 
② 保守・点検の基準は、電気保安規定による。 

 
 
 
電気保安規定

１．管理 
  ① 進相コンデンサの設置位置 

受電力率を改善するためのコンデンサの設

置位置は受電側高圧母線でよいが、変圧器の負

荷電流の低減による銅損の低減および配電ケ

ーブルの電気抵抗による損失低減のためには、

なるべく負荷末端に近く設置することが望ま

しい。 
  ② 自動力率調整器の利用 

自動力率調整器によって、受電力率を調整し

ている場合は、力率が 100%になるように正し

く調整する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
受電力率：

100%を目標 
 
 
 

２．計測・記録 
① 力率を毎日、定刻に測定し、日常点検表に記

録する。 

 

進相コンデンサ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
① 年１回の定期停電日を設け、保守・点検を実

施する。 
② 保守・点検の基準は、電気保安規定による。 

 

 
 
電気保安規定

１．管理 
  ① フィーダの負荷状況 
    部門別および主要機器別の負荷電流が標準値に 
  対して、正常であるか確認する。   
  ② 配電電圧の維持 
    電気機器の使用場所で定格電圧を供給できるよ 
  うに配電電圧を維持する。 
 
 

配電電圧：電

気機器の定格

電圧の 2.5～
5％アップ 
定格 200V の

場合の配電電

圧：205～
210V 

配電フィーダ 

 
 
 
 

２．計測・記録 
  ① 電圧、電流、電力、電力量を必要に応じて毎日・ 
    毎月定刻に測定し記録する。 

 



「管理標準」の事例 病院         [ 12/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ２．受配電設備管理標準 改訂：〇版 頁：3/3 
項  目 内    容 管理基準 

 
 
 
 
 

３．保守・点検 
  ① 年１回の定期停電日を設け、保守・点検を実施 
    する。 
  ② 保守・点検の基準は、電気保安規定による。 

 
 
電気保安規定

１．負荷率の改善による契約電力の低減 
  ① 負荷の平準化 
    ピーク時間帯を避けて運転できるもの、あるい 
    は夜間に負荷を移行できるものはピーク時間帯 

  の運転を避ける。 
  ② デマンドコントローラの利用 
    警報発生時に負荷の一部を遮断して、最大電力 
    を抑制する。 
  ③ 高効率設備の導入 
    変圧器、電動機、照明設備、空調設備などの更 
    新時には高効率設備を導入する。 
  ④ 契約電力の低減 
    以上の諸対策によって、最大電力を抑制し、契 
    約電力を低減する。 

 
 
負荷の平準化

 
 
 
 
 
 
高効率設備の

導入 
 

受電契約 

 
 

２．受電契約種別の選択 
  ① ビルの電力使用状況に対応した最も有利な契

約方式とする。 
（解説 4：省略、サブテキスト p97） 

 

 
需給調整契約

（選択約款）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

 



「管理標準」の事例 病院         [ 13/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ３．ボイラ設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/3
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院に設置された蒸発量 300 kg/h 貫流ボイラ設備の

管理を適切に実行して省エネルギーを実現するために、運転、計測・記録、保守・点検

について定め、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院に設置された蒸発量 300 kg/h 貫流ボイラ設備について適用する。

項  目 内    容 管理基準 
１．空気比 
  ① 管理 
    燃焼空気量を「理論空気量」に近付けて、排ガ 
  ス損失を低減するとともに完全燃焼を図る。 
      （解説 1:省略、サブテキスト p105） 
 
  ② 計測・記録 
    ボイラ排ガスの分析と記録：1 回/3 ヶ月 
 

 
目標空気比 
負荷率 

50～100% 
  ：1.2～1.3

50%未満 
  ：1.4～1.6
 

燃焼管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．燃焼装置および排ガス管理 
  ① 管理 
    ・バーナの燃焼状況と排煙の監視 
    ・排ガス温度 
  ② 計測・記録 
    排ガス温度、煙色：１回/日 
  ③ 保守・点検 
    ・バーナチップ、燃料・エアー調整弁の点検整 
      備：2 回/年 
    ・水管の清掃：1 回/年 

 
正常か、黒煙

はないか。 
250 ℃ 以下 
目標 200 ℃ 
 
 
 
 

１．負荷率・起動/停止状況 
  ① 管理 

負荷率が低く、頻繁に起動/停止する場合はボ 
イラ効率が低下し、保全上も好ましくない。 

    ⅰ．複数のボイラが適切に台数制御されており、 
      起動頻度が少ないこと。 
    ⅱ．負荷の平準化を図る。 
    ⅲ．バーナの調整を行なう。（メーカに依頼） 
  ② 計測・記録 
    起動頻度の記録：1 回/日 

 
 
 
起動頻度 
20 回/ｈ以下

２．蒸気圧力 
  必要以上に蒸気圧力を高くすると、熱効率が低下

するので、適正圧力に保つ。 

 
0.5～0.6MPa

運転・効率管理 

３．熱効率 
  ①管理 
    燃料使用量と蒸発量を計測してボイラ熱効率を 
  計算する。 
・ 熱効率       （解説 2：省略,p105） 
 

 
負荷率 80%
以上において

熱効率 85%
以上 

１．燃料の燃焼の合理化 

９ 



「管理標準」の事例 病院         [ 14/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ３．ボイラ設備管理標準 改訂：〇版 頁：2/3 
項  目 内    容 管理基準 

  ②計測・記録 
    燃料使用量、給水量：1 回/日 
    ボイラ効率の計算：1 回/月 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．水質管理 
①管理 

    ⅰ．ボイラ伝熱管内部へのスケール付着およ 
びスラッジの沈殿防止（解説 3：省略） 

                  p105 
      給水    pH（25℃） 
 
              硬度〔mg CaCO3 /L〕 
 
              全鉄〔mg Fe/L〕 
 
    ⅱ．ブロー量の設定（解説 4：省略,p105） 
 
      ボイラ水 pH（25℃） 
 
              電気伝導率（25℃）〔ｍS/m〕 
 
              塩化物イオン〔mg Cl－/L〕 
 
              シリカ〔mg SiO2/L〕 
 
       
  ②計測・記録 

給水とボイラ水の水質を定期的に測定し、記 
録する。 

    給水：3 回/年、ボイラ水：1 回/月 
     

 
 
 
 
 
7～9 
 
1 以下 
 
0.3 以下 
 
 
 
11.0～11.8 
 
400 以下 
 
400 以下 
 
250 以下 

断熱・保温および放熱

防止 
 
 
 

１．耐火物・保温材 
    ボイラ本体の外周に高温部がないか、蒸気バ 
  ルブおよび蒸気管の保温に異常はないか点検 
  ：1 回/日 
  耐火物・保温材の点検：1 回/年 

 
保守・点検基準

蒸気系統 １．蒸気配管 
  ①保温の整備 
    蒸気管、バルブ類、フランジなどの保温に破 
    損、劣化はないか点検：1 回/日 
  ②蒸気漏れ防止 
    バルブ、フランジなどからの蒸気漏れはない 
    か点検：1 回/日 

 
 
 
保守・点検基準

３．放射、伝導等による 

   熱の損失の防止 

２．加熱及び冷却並びに 

    伝熱の合理化 

 ２-１ 加熱設備等 

μS/cm 
ｍS/m に変更 
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整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ３．ボイラ設備管理標準 改訂：〇版 頁：3/3 
項  目 内    容 管理基準 

２．スチームトラップ 
  作動は正常か点検：1 回/日 

蒸気漏れ、詰ま

り、吹き放しが

ないこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．蒸気ドレンの回収 
  ① 蒸気ドレンを回収して、ボイラ給水温度を 

上げれば、10℃の上昇で約 1.6%の燃料節減に 
    なる。 
  ② ドレンを回収して再利用することにより、 

補給水を節減し、水処理費用も軽減する。 
 

 
蒸気ドレンの

適切な回収 
 
ドレン配管の

保温整備 

ボイラ設備の保守・点

検 
１．日常点検 
  ① 本体、燃焼装置、弁類について漏洩、過熱、 
    異臭、燃焼状況等の点検・整備 
  ② 補機、配管等について磨耗、異音、振動等は 
    ないか点検・整備 
２．定期点検 
  ① 本体、燃焼装置、弁類について腐食、磨耗、 
    亀裂、その他の損傷はないか点検・整備 
  ② 補機、配管等について点検・整備 

 
 
 
 
保守・点検基準

 
 
 

設備の新設・更新時の

配慮 
１．高効率ボイラの採用 
・エコノマイザ設置による廃熱回収 
・負荷に見合う蒸発量、蒸気圧の採用 
・負荷変動に対応した良好な燃焼追従性 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 



「管理標準」の事例 病院         [ 16/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ４．給湯設備管理標準 
改訂：〇版 頁：1/1

１．目的 
この管理標準は、築地中央総合病院に設置された貯湯槽以降の給湯設備の管理を適

切に実行して省エネルギーを実現するために、運転、計測・記録、保守・点検について

定め、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院に設置された貯湯槽 27m3(総容量)以降の給湯設備について適用

する。 
項  目 内    容 管理基準 

貯湯槽管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．給湯温度 
  ① 管理 
    給湯温度の設定は放熱防止のため極力低く設定

する 
  ② 計測・記録 
    給湯温度の記録：1 回/日 
    給湯圧力の記録：1 回/日 
    給湯流量の記録：1 回/日 
  ③ 保守・点検 

日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    点検結果は記録を保管する。 

 
目標設定値 
給湯温度 
・ 
60℃～63℃ 

   
 
 
 
 
 
保守点検基準

 
 

排熱利用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．回収熱量 
  ① 管理 
    コージェネレーションシステムの排熱の有効利

用のための熱量管理を実施する。 
  ② 計測・記録 
    回収熱水出入口温度の記録：1 回/日 
    回収熱水流量の記録：1 回/日 
  ③ 保守・点検 

日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    点検結果は記録を保管する。 

 
目標設定値 
排熱回収率は

コージェネレ

ーション管理

標準による 
   
 
 
保守点検基準

 
 

 
 
 

改訂年月日  制定、改訂理由 作成 承認 
H.15.9.1 ・ 厚労省告示第 264 号（H15.7.25） 原 田中 

     

改

訂

履

歴      
承

認 
河野 照

査 
大関 作

成 
原 実施年月日 

H15.9.1 

制定年月日 
H13.7.3 

 

24 時間連続運転を行わない場合は、 

機器の発停時間の管理が重要である。

１０ 
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整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ５．空調設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/2
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院の空調設備を適切に管理して省エネルギーを実

現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、エネルギーの使用の合理

化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院のすべての空調設備について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．空調基準温度と湿度 
  ① 室内温度の計測 
    室内の代表的な場所に温度計を設置する。室内 
    が広い場合は複数箇所とする。 
  ② 基準温度（解説 1：省略,サブテキスト p108） 
    夏季：冷房 
    冬季：暖房 
    中間期：空調熱源を停止し、主として外気冷房 
            を行う。全熱交換器はバイパスする。 
  ③ 湿度 

 
 
床上 1.2m 
 
 
28℃ 
20℃ 
20～28℃ 
 
40～70% 

２．空調空間の限定 
  ① 空調は必要範囲に限るものとし、倉庫、書庫な 
    どの無駄な空調をしていないか。 
  ② 高天井は二重天井を設けて、空調空間を縮小す 
    る。 

 

３．空調時間の短縮 
  ① 始業、終業時の空調 
    始業時：室内および外気温度の上昇を見ながら、 
          空調機の運転を開始する。 
    終業時：終業時間前に空調機を停止する。 
  ② 残業時の空調 
    夜間残業時の空調運転は行わない。 

 
始業 15 分前

～始業 1 時間

後 
 
終業 30～60
分前 

４．取入れ外気量の適正化と外気侵入の防止 
  ① 給気と排気のバランス 
    室内 CO2濃度 1,000ppm 以下を確保できる範囲

で通風量を調整する。（解説 2：省略,p108） 
  ② 室内を正圧に保つとともに空調機運転中は窓

およびドアの開閉に注意し、外気の侵入を防止

する。 
  ③始業時の予熱・予冷時は外気を導入しない。 

 
 
CO2濃度 
800～950 
      ppm 
 

空調設備の運転管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．屋外からの入熱 ・出熱の抑制 
  ① ガラス窓からの入熱・出熱を遮蔽するためにブ 
    ラインド、カーテンなどを利用する。 
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「管理標準」の事例 病院         [ 18/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ５．空調設備管理標準 改訂：〇版 頁：2/2 
項  目 内    容 管理基準 

６．計測・記録 
  室内温度、外気温度、空調機吹出し温度： 
  3 回/日 
  CO2濃度：1 回/2 ヶ月 

 
 
 
 

 

７．保守・点検 
  ① フィルタの清掃、交換 
    担当者を決め確実に実施する。 

点検表にフィルタ清掃日時、清掃前後のフィル

タ差圧、担当者名を記録：2 回/月 
  ② 空調機の吸込み口、吹出し口前に障害物を置 
    かない。 
  ③ 風量調整ダンパの作動確認 

外気取入れダンパ、循環風量調整ダンパ等の点

検・整備：1 回/6 ヶ月 
  ④ 熱交換器、ファンコイルの清掃：1 回/6 ヶ月 

 
 
差圧：初期抵抗

の 2 倍を限度 
 
吸込み口：   
    50cm 以上

吹出し口： 
  100cm 以上 
 
保守・点検基準

駐車場の換気 １．換気ファンの運転管理 
  ① 利用台数によるファンの運転時間設定 
    タイムスケジュールにより、利用台数の少な 
    い時間帯は運転時間を短縮する。 
  ② CO2濃度の計測・記録により、換気ファンの 
    運転基準を修正：1 回/2 ヶ月 

 
 

設備の新設・更新時の

配慮 
１．高効率空調機の採用 
２．配管、空気ダクトの抵抗減少 
３．建屋外壁、窓ガラスの断熱性向上（多層ガラ 
    スの採用など） 
３．全熱交換器による廃熱回収 
４．空調機利用温度差の拡大（解説 3：省略） 
               p108 
５．蓄熱システムの採用 

 

 
 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
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「管理標準」の事例 病院         [ 19/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ６．熱搬送設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/2
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院のポンプ、ファン等の熱搬送設備を適切に管理

して省エネルギーを実現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、エ

ネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院の熱搬送設備に使用されるポンプ、ファンについて適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．管理 
  ① 冷温水流量のインバータ制御 
    ⅰ．ポンプを定格回転数で運転し、吐出弁で流 
      量制御をすれば、ポンプの吐出圧が高くなっ 

て動力損失が大きくなるので、ポンプをイン

バータにより回転数制御する。 
    ⅱ．ポンプ容量が過大な場合はインペラー外周 
      をカットする。 
  ② 台数制御 
    ⅰ．定速ポンプと可変速ポンプを組み合わせて

台数制御する場合は負荷が偏在しないよう

に、可変速ポンプの回転数を別に定める基準

値以下に下げないこと。 
    ⅱ．並列運転の可変速ポンプは同一回転数で運 
      転すること。 
  ③ 配管、バルブ類、熱交換器 
    保温、作動状況、漏れ、目詰まり等の点検 

 
 
30～50Hz 
 
 
 
 

２．計測・記録 
  流量、温度、ポンプ回転数、吸込み圧、吐出圧、 
  電圧、電流、電力量等：2 回/日 

 
 
 

循環水系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
    日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    点検結果は記録を保管する。 

 
 
保守・点検基準

 
 

空気系 
 
 

１．管理 
  ①送風機のインバータ制御 
    ダンパは全開され、風量はインバータによる 

回転数制御によって適切に調節されているこ 
と。 

  ②用途に応じた風量制御 
    機械室、電気室、トイレなどは室温や負荷状 

況に応じて風量を制御すること。 
 
 
 
 
 

 
 
30～50Hz 
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「管理標準」の事例 病院         [ 20/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ６．熱搬送設備管理標準 改訂：〇版 頁：2/２
項  目 内    容 管理基準 

２．計測・記録 
  温度、ファン回転数、吸込み圧、ダンパ開度、  吐

出圧、電圧、電流、電力量等 
  ：2 回/日   
 

 
 
 
 

 

３．保守・点検 
    日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    点検結果は記録を保管する。   

 
保守・点検基準

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
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「管理標準」の事例 病院         [ 21/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ７．冷凍機、吸収冷温水機管理標準 改訂：〇版 頁：1/２
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院のターボ冷凍機、ガス吸収冷温水機を適切に管

理して省エネルギーを実現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、

エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院のターボ冷凍機、ガス吸収冷温水機について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．管理 
  ① 冷水出口温度 
    真夏の最大出力時は 7℃とするが、軽負荷時は 
    高めに設定する。（解説 1） 
  ② 冷却水温度 
    設計最高温度は 32℃であるが、なるべく低くす 
    る。（解説２） 
  ③ COP（成績係数） 
    COP の計算：1 回/月 
    COP は冷凍機の入力エネルギーに対して得ら 
    れる冷温水エネルギーの比である。（解説３） 
  ④ 冷媒の圧力と温度 
    油蒸気、空気等の不凝縮ガスの混入、圧縮効率 
    の低下、冷媒の劣化などの監視：2 回/日 

 
 
7～10℃ 
 
 
25～32℃ 
 
 
3.0 以上 

２．計測・記録 
  冷媒の蒸発圧力、凝縮圧力、冷水温度、冷却水温 
  度等：1 回/2 時間 

 
 

ターボ冷凍機 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
    日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    点検結果は記録を保管する。 

 
 
保守･点検基準

 

吸収冷温水機 １．管理 
  ① 冷水出口温度 
    真夏の最大出力時は 7℃とするが、軽負荷時は 

高めに設定する。 
  ② 冷却水温度 
    設計最高温度は 32℃であるが、なるべく低くす 

る。 
  ③ 燃焼管理 
  ・燃焼空気量を「理論空気量」に近付けて、排ガ

ス損失を低減する。 
・バーナの燃焼状況と排煙の監視 
・排ガス温度 
 
 
 
 

 

 
 
7～10℃ 
 
 
25～32℃ 
 
目標空気比 
1.2～1.3 
排 煙 は 正 常

か、黒煙はな

いか。 
250℃以下 

１３ 



「管理標準」の事例 病院         [ 22/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ７．冷凍機、吸収冷温水機管理標準 改訂：〇版 頁：2/2 
項  目 内    容 管理基準 

  ④COP（成績係数） 
    COP の計算：1 回/月 
    COPは冷凍機の入力エネルギーに対して得ら 

れる冷温水エネルギーの比である。 

 
1.0 以上 
 
 

２．計測・記録 

    燃料使用量、再生器温度、排ガス温度、冷水 
    温度、冷却水温度等：1 回/2 時間 

 

 

３．保守・点検 
    日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    チューブ、チューブプレート：腐食点検、 
                                清掃 
    溶液：濃度、アルカリ度、腐食抑制剤添加、 

汚れ具合により再生 
    点検結果は記録を保管する。 

 
 
保守・点検基準

 
改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 

     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

 
（解説 1）冷水出口温度を 1℃高めることにより、冷凍機の軸動力はおよそ 3%減少する。 
（解説２）冷却水温度を 5℃下げることにより、冷凍機の軸動力はおよそ 10%減少する。

ただし、冷却塔ファン動力を含めて有利性を検討すること。 
（解説３） 
・ターボ冷凍機の COP（成績係数：Coefficient of Performance の略）  

        
COP＝

（冷温水量 kg/ｈ×冷温水出入り口温度差℃×水の比熱） 

｛（冷凍機モータ入力＋補機動力）×860｝ 

・吸収冷温水機の COP 
 

        
COP=

      （冷温水量 kg/ｈ×冷温水出入り口温度差℃×水の比熱） 

｛燃料使用量 kg/ｈまたは L/ｈ×燃料の発熱量＋（吸収液ポンプ入力 kW 
＋冷媒ポンプ入力 kW＋ブロア入力 kW＋制御入力 0.3kW 程度）×860｝ 

        冷温水量はポンプ特性図から推定してもよい。 
        COP は 2 重効用式でおよそ 1.0～1.1 である。 



「管理標準」の事例 病院         [ 23/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ８．冷却塔設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/2
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院の冷却塔設備を適切に管理して省エネルギーを

実現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、エネルギーの使用の合

理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院の冷却塔設備について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．管理 
  ① 冷却水出口温度 
    設計最高温度は 32℃であるが、なるべく低くし 
    て空調機の効率を高める。 

② 冷却塔本体周囲の空間確保 
冷却塔から排出された高温高湿の空気が冷却塔

の空気取入れ口に再循環しないように、冷却塔

の周囲に十分な空間を確保する。空気取入れ口

に障害物は置かれていないか点検：1 回/2 日 
③ 充填材 
目詰まり、破損はないか点検：1 回/2 日 

  ④ 散水装置 
    目詰まり、漏水はないか。散水は均等か 
    点検：1 回/2 日 
  ⑤ 冷却水配管、バルブ 
    冷却水出入口配管のバルブ、バイパスバルブの 
    機能は正常か、温水の不要なバイパスはないか 
    点検：1 回/2 日 
  ⑥ 送風機 
    出口水温の設定値に従って、台数制御または回 
    転数制御を行う。 

 
 
25～32℃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
25 ℃以下で

停止 

２．計測・記録 
  冷却水入口温度、出口温度等：1 回/2 時間 

 
 

冷却塔本体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
    日常点検：1 回/日 
    定期点検：1 回/6 ヶ月 
    点検結果は記録を保管する。 

 
 
保守・点検基準

 
水質管理 １．ブロー 

  配管内や充填材にスケールの付着を防止し、藻

やスライムの障害を防止するために、水質の管理

が重要である。 
・薬注処理をしない場合 
    電気伝導度〔mS/m〕 
 
    シリカ〔mg/L〕 
 
    濃縮倍数   
 

 
 
 
 
 

80 以下 
 

50 以下 
 
 3 

１４ 



「管理標準」の事例 病院         [ 24/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ８．冷却塔設備管理標準 改訂：〇版 頁：2/2 
項  目 内    容 管理基準 

  
補給水量＝蒸発損失量＋ブロー量（解説 1） 
 
  ・薬注処理を行う場合 
    電気伝導度〔mS/m〕 
 
    シリカ〔mg/L〕 
 
    濃縮倍数   
 

 
 
 
 

200 以下 
 

250 以下 
 

10 

 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承
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 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

 
 

（解説 1）
ブロー量＝   

蒸発損失量 

（濃縮倍数－1） 
          薬注をすれば、スケールの付着が抑制されるので、濃縮倍数を高めてもよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補給水量を計測し、下水道料金の減免制度を利用することはコス

ト削減になる 



「管理標準」の事例 病院         [ 25/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 ９．自動制御装置管理標準 
改訂：〇版 頁：1/1 

１．目的 
この管理標準は、築地中央総合病院の自動制御装置を適切に管理して省エネルギーを実

現するために、保守及び点検について定め、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的と

する。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院の自動制御装置について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

自動制御装置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．保守･点検 

 １）日常点検 
    1 回/日 
 
① 制御対象（温度、湿度、圧力、ＣＯ２等）の制御性

を確認し、管理標準で設定した管理値から逸脱して

いないか確認する。 
② 起動後に管理値に到達し、安定するまでの時間は適

切か確認する。 
③ 台数制御運転は適切か確認する。 

 
 ２）定期点検 
    専門家による点検     1 回/年 

（但し、検査重視の観点から同一担当は 3 年を超え

て継続しない。） 
 
① 温湿度調節器、変換機、発信器、演算器、検出器操

作器、制御弁、指示計 
    各機器の機能が許容範囲内であることを確認する。 
 
②  各制御ループ毎の動作確認 

a. 検出器～（変換器）～調節器～（変換器） 
～操作器における一連の動作を確認する。 

b. 夏冬に適合した動作であることを確認する。 
c. 対象動作停止時の制御弁等の動作を確認する。 

 
③ 省エネルギーを目的として導入したシステムの機

能確認 
・設定値及び動作結果の値を数値で確認記録する。 
・BEMS のデータを有効活用する 

   
点検結果は記録を保管する。 

 
 
個別機器の

保守･点検基

準表による 

 
改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
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「管理標準」の事例 病院         [ 26/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １０．ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ設備管理標準 
改訂：〇版 頁：1/2

１．目的 
この標準は、〇〇ホテルのコージェネレーションシステムの管理を適切に実行して、

年間をとおして電気と熱を有効に利用するために、運転、計測・記録、保守・点検につ

いて管理標準を定め、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

〇〇ホテルのコージェネレーションシステムの発電設備について適用する。温水を

利用した吸収冷凍機・給湯設備およびその他の設備については別途定める。 
項  目 内    容 管理基準 

１．管理項目 
     （解説１：省略,サブテキスト p179） 
 
  ① 発電機負荷率 
  ② 発電効率 
  ③ 排熱回収効率 
  ④ 排熱利用率 
  ⑤ コージェネレーション総合効率 
  ⑥ コージェネレーション依存率（電力） 
  ⑦ コージェネレーション依存率（熱） 
  ⑧ 省エネルギー性 
 

 
 
 
80％以上 
30％以上 
35％以上 
80％以上 
65％以上 
30％±5％ 
30％±5％ 
10％以上 
 

２．計測・記録 
  ① 発電に要したエネルギー量（ガス） 
      1 回/h 
  ② 発電量 
      1 回/h 
  ③ 回収熱水出入口温度 
      1 回/h 
  ④ 回収熱水流量 
      3 回/日 
  ⑤ 廃ガス温度 
      3 回/日 
  ⑥ 冷却水入口温度 
      3 回/日 
  ⑦ 冷却水流量 
      3 回/日 

 
ｍ3/h 
 
kWh 
 
90℃±2℃ 
～80℃±2℃
m3/h 
 
200℃以上 
 
℃ 
 
m3/h 
 

コージェネレーション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
  ① 日常点検 
      3 回/日 
  ② 定期点検 
      1 回/年 
  ③ 計装設備点検 
      1 回/年 
 
 
 

 
 
 
保守・点検基

準 

１６ 
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整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １０．ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ設備管理標準 
改訂：〇版 頁：2/2 

項  目 内    容 管理基準 
 4．新設・更新時の配慮 

  コージェネレーションシステムの新設・更新にあ

たっては建物の季節別時間帯別における電力と熱の

需要を把握し、最適な運用が可能となるよう下記の

事項に配慮する。 
  ① エネルギーの使用の合理化 
    省エネルギー化が図れるものとする 
  ② 環境負荷の軽減 
    ・CO2 排出抑制 
    ・NOx、SOx の排出抑制 
  ③ 電力の負荷平準化 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 



「管理標準」の事例 病院         [ 28/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １１．照明設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/3
１．目的 

 この管理標準は、築地中央総合病院の照明設備について、適切な照明効果と併せて

省エネルギーを実現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、エネル

ギーの使用の合理化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院の照明設備について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．良い照明 
① 十分な明るさ（照度）があって、活字の識別が

容易である。 
② まぶしくない。 
③ 適当な陰影がある。ただし、作業面に陰を生じ

ないこと。 
④ 色の見え方（光色と演色性）が良い。 
⑤ 明るさの分布が極端に不均一でない。 
（作業対象物と周囲の明るさの対比が 1/3～1/5
程度がよい） 

⑥ 照明設備費、電力費、維持管理費について経

済性がよい。 
  ⑦ 美的効果がある。 
    器具の意匠、配置、取付け方法が室内に調和し

ている。 

 
良い照明の維

持 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

照明の基本と 

使用電力量の管理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２．照明電力量の管理 

① 当ビルが消費する全電力量に占める照明電力

量を把握する。 
② フロア別、部門別の照明電力量を計測し、記録

する。 

 
事務所ビルの

照明電力量は

総使用量のお

よそ 30% 
適正な照度（明るさ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．照度の基準 
    事務所の照度基準（JIS  Z  9110）を参考にし 
  て、場所毎に基準照度を維持する。 
           （解説 1：省略、p147） 
      休憩室、倉庫 
 
      廊下、便所 
 
      応接室、玄関 
 
      事務室、会議室 
 
      細かい作業を伴う事務室、設計室 

 
 
 
 
100±25〔lx〕
 
150±50〔lx〕
 
300±100〔lx〕
 
500±200〔lx〕
 
1,000 
  ±250〔lx〕
 

１７ 

ビルの用途によって、ま

た同一ビルのなかでも

その場所の使用目的・用

途によって全く異なる

ため、適切な照度基準の

設定と管理が必要とな

る。次ページは他の例。 
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整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １１．照明設備管理標準 改訂：〇版 頁：2/3 
項  目 内    容 管理基準 

１．高効率器具・ランプの採用 
① 蛍光ランプの採用 

色の見え方（光色と演色性）を問題とする場

合以外は白熱電球を使用しない。 
           （解説 2：省略、p147） 

② 節電型蛍光ランプの使用 
40W 一般蛍光ランプを使用している場合は、

36W 節電型ランプを使用する。 
③ 高周波専用（Hf）型蛍光灯の採用 

蛍光灯器具をまとめて更新する際は、高周波

専用（Hf）型蛍光灯を採用する。総合効率は

一般蛍光ランプに較べて、およそ 30%改善す

る。 
④ 高天井の場合の照明 

高天井の場合は蛍光水銀ランプを採用する。

演色性を問題にしない場合は高圧ナトリウ

ムランプを採用する。 

 
 
白熱灯より蛍

光灯の採用 
 
節電型ランプ

の採用 
 
 
Hf 型蛍光灯の

採用 
 
蛍光水銀ラン

プまたは高圧

ナトリウムラ 
ンプの採用 

２．全般照明と局部照明 
事務所照明は、特殊な場所を除いて全般照明 

による直接照明が適当であるが、特に高照度を 
必要とする場合は局部照明を併用する。 

 
全般照明と局

部照明の組合

せ 

照明器具の選択と 

内装   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．照明率の向上（解説 3：省略,P147） 
① 照明率のよい器具の採用 

 乳白色カバーやルーバの付いていない照明 
器具および照明率のよい反射傘付の器具を

使用すると、同じ明るさでも灯数を少なくで

きる。 ただし、作業の性質上まぶしさを嫌

う場合は別である。 
② 明るい室内内装の採用 

  天井、壁、床を明るい内装にすることより

反射率を高める。 

 
照明率のよい

器具の採用 
 
 
 
 
明るい内装 

１．昼光の利用 
窓側の照明器具には別回路のスイッチまた

は明りセンサを設けて、昼間は消灯する。調光

装置によって減光する方法もある。 

 
 
 
 

照明設備の管理 

２．不要時の消灯 
① 昼休み、不在時の消灯 
② 会議室、倉庫、書庫、トイレなどは使用時の 
み点灯、常時は消灯する。 

③ 廊下、通路はスイッチなどで間引き点灯す

る。 

不要時の消灯 
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整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １１．照明設備管理標準 改訂：〇版 頁：3/3 
項  目 内    容 管理基準 

３．ランプ・照明器具の清掃 
定期的にランプ・器具を清掃する。 

 

 
6 ヶ月または 1
年毎に清掃 
 

４．老朽ランプの交換 
① 蛍光ランプ、水銀ランプの定格寿命は 12,000 
時間であるから、断線する前にランプが暗く 
なれば交換する。 

② 下記のようなグラフを作成して管理する。 
                 
 
 
照度         
〔lx〕          清掃を行う 
 
 
                                ランプ交換 
 
                                     管理点 
 
 
 

                                  
〔時間〕 

10 時間/日使用

の場合：4～5
年で交換 
24 時間/日使用

の場合：1.5～2
年で交換 
 
 
 
管理点は新設

時 に 対 し て

70%とする。 

 

５．計測・記録 
① 予め測定点を決めて照度を測定・記録 

    ：1 回/6 ヶ月 
② 計測する高さは床上 75cm（机・作業台の上

面）、通路は床上 15cm とする。 
 
 

 
改修工事の前

後など必要に

応じその都度 

 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

 



「管理標準」の事例 病院         [ 31/32 ] 

整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １２．昇降設備管理標準 改訂：〇版 頁：1/1
１．目的 

この管理標準は、築地中央総合病院の昇降設備を適切に管理して省エネルギーを実

現するために、運転、計測・記録、保守・点検について定め、エネルギーの使用の合理

化を図ることを目的とする。 
２．適用範囲 

築地中央総合病院の昇降設備について適用する。 
項  目 内    容 管理基準 

１．管理 
① 使用人数による起動頻度の低減・運転台数制

御夜間、休日は 1 台のみ運転とする。 
② 停止回数の制限 

    １フロアの移動にはエレベータを使用しな 
い。 

③ 非利用時のかごの照明・換気扇は自動停止と

する。 

 

２．計測・記録 
    電圧、電流、電力量等：1 回/月 

 
 
 

エレベータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．保守・点検 
    日常点検：2 回/月 
    定期点検：1 回/年 
    点検結果は記録を保管する。 

 
 
保守・点検基準

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

 

１８ 
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整理番号： 「省エネ法」に基づく

管理標準 １３．事務用機器管理標準 改訂：〇版 頁：1/1
１．目的 
  この管理標準は、築地中央総合病院の事務用機器を適切に管理して省エネルギーを図る

ために、取扱について定める。 
２．適用範囲 
  築地中央総合病院内の事務用機器（複写機、パソコン、プリンター等）について適用す

る。 
項 目 内  容 管理基準 

１．複写機の管理 
  使用区分毎の、管理者を置を、決め、稼動・停

止等の管理を行う。 
① 作業量に応じ、稼働台数の設定を行う。 

 
② 稼動機器についても、節電モードを機能させ

る。 
 

③ 時間帯別稼動スケジュールにより管理する。

 
 

 
作業時間外の稼動

は、最低稼動台数

（１台）実績に基

づき、管理者が稼

働台数の取り決め

をし、表示。 
全台数に適用 
 
休 憩時間帯 の停

止。時間外の３０

分以上の不使用に

よ るタイマ ー停

止。 

管理 

（I-1-(6)） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．パソコン、プリンターの管理 
 各自の管理を下記の通り、実施する。 
 ① 作業の中断毎の電源ＯＦＦの実施。 
 ② 業務用のみの使用に限定する。 
 ③ 作業中に於いても、３０分以上の不在時は、

「ダウン」させる。 
 ④ 休憩時間の電源ＯＦＦの実施 
 ⑤ 付属機器の不要時の止。  

 
責任者による実施

状況管理 
 

保守点検 

（7-2-(3)-③） 
 

１．複写機の定期整備の実施。 
２．担当管理者による不具合発生時の、迅速な関連

部署への報告と停止。 
 

総務取り決め契約

に基づく。 

改訂年月日 制定、改訂理由 作成 承認 
     
     

改

訂

履

歴      
承

認 
 照

査 
 作

成 
 実施年月日 制定年月日 

 

１９ 

この例のよう

に、対応する判

断基準の項目

番号を記入し

ておくと、対応

が判り易く、チ

ェックが容易

になる。 


